
予定地

百万円 － 百万円

35 百万円

34年度

・当初計画に基づいて経費を見積り、平成29年度は基本設計費・地盤測量調査費を計上する。
・引き続き、建物配置や車両動線等について調整していく。

全体事業費 29年度見積額 28年度予算額

～27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度

工事 工事

29年度見積への
財務局評価

・現施設の老朽状況から改築は妥当であり、見積額のとおり計上
　する。
・引き続き、建築計画等の諸条件の精査を要する。

妥当 見直し

見送り その他

29年度予算額

基本設計
基本設計
実施設計

実施設計 工事

29年度見積
(局評価)

区　分 所　　　在

現在地

6,091 百万円 35

　 同　　上 地上 4 階

 日野市石田一丁目１９０番地１外 地上 4 階 地下

㎡地下 階 13,790 ㎡ 37,351

所要額［参考］
(建築ｺｽﾄ関係)

階　　　数 延床面積 土地面積

階 14,502 ㎡ 37,351

5,937 百万円

㎡

計 画 評 価
(建築技術関係)

・現施設は経年劣化による老朽化が著しいほか、敷地の陥没や大雨時の浸水被害などが発生して
　いることから、改築することは妥当である。
・配置計画は、敷地西側への建物の集約化や整形なグラウンドの確保など、将来的な施設整備も
　考慮されているが、現校舎と異なる建物配置であるため、近隣に対し建物配置の変更等、十分
　な説明が必要である。
・近接する公共施設で同時期に建替計画が進められており、工事搬入路等が錯綜する可能性があ
　るため、工事計画について関係者と十分な調整を図る必要がある。

〈建築コスト(参考)〉 計画の評価

・工事費　5,581百万円
・委託料　　356百万円　計　5,937百万円

妥当 見直し

見送り その他

計 画 評 価
(土地･床関係)

・本計画は、仮校舎を建設することなく、新たな敷地の取得も必要とせずに新校舎を現敷地内に
　建設するものであるから、財産運用上の問題はない。

計画の評価

妥当 見直し

見送り その他

施 設 整 備
計 画 概 要
(局計画)

区　分 所　　　在 階　　　数 延床面積 土地面積

13,790 ㎡

 日野市石田一丁目１９０番地１外 地上 4 37,351 ㎡

基本設計
基本設計
実施設計

実施設計 工事 工事 工事

事業評価票（施設整備関係予算）

29 年度

37,351 ㎡

・都立日野高等学校は、築49年が経過し、施設全般にわたって老朽化が著しいため、現地改築を
  行う。【平成38年開設】

～27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度

3 都立日野高等学校（教育庁） 整 備 着 手 平成

予定地

現在地 14,502 ㎡

　 同　　上 地上 4 階 地下 階

階 地下 階


	３

